
島根大学医学部紀要, 第30巻, 17～22頁, 2007年12月 � � � ��������������������������
(看護学／形態機能学／解剖実習)

鈴木真貴子・高田晃平

Practical Training in Anatomy at Shimane University School

of Nursing and Related Future Issues

(nursing / human morphology and function / anatomy practice)

Makiko SUZUKI and Kohei TAKATA

看護学教育において ｢人体の構造と機能｣ の科目は,

看護学の基礎として重要である｡ 平成９年看護婦・看

護士学校養成所指定規則の一部改正に伴って, 従来の

解剖・生理学, 生化学, 栄養学, 薬理学, 病理学, およ

び病原微生物の内容を含めたものが, ｢人体の構造と

機能｣ および ｢疾病の成り立ちと回復の促進｣ の２つ

に大別されている｡ 島根大学医学部看護学科では ,

｢人体の構造と機能｣ を ｢形態と機能｣ と題して１年

次と2年次に実施し, 計４単位の必修科目としている｡

その科目の中で, 人体の構造や機能についての理解を

深めるために, 看護学科独自の骨学実習や解剖実習を

取り入れている｡

今回, 解剖実習の実際を紹介するとともに, 学生に

対するアンケート調査の結果から今後の課題を検討す

ることを目的に調査を行ったので報告する｡

解剖実習は, 一献体を死体解剖資格 (系統解剖) を

有する解剖実習の主担当者である看護学科教員 (医師)
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島根大学医学部看護学科では, 人体の構造や機能を学生により深く理解させるために独自

の解剖実習を行っている｡ 本稿では, 私たちが行っている解剖実習の内容を紹介し, 学生に対
するアンケート調査の結果に基づいて, 解剖実習の課題について論じた｡
アンケートの対象者は看護学科１～４年生238名であり, 154名 (65％) から回答を得た｡
調査の結果, 学年の進行とともに多少評価が下がるものの, 75％以上が講義や演習に役立っ

たと答え, 86％以上が後輩にも必要だと答えた｡ これらのことから, 学生は実習の重要性を認
めているといえる｡ また解剖実習によって, 人体構造をご遺体から学ぶ大切さも理解してい
た｡ 一方４年生からは, もっと上の学年での実施や回数を増やしてほしいという要望があっ
たことから, 学年進行に伴う学習ニーズをふまえ, 実施時期・回数など, カリキュラム全体の
枠組みを構築することが課題である｡��� �
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が解剖し, 看護師免許を有する看護学科教員が加わっ

て各臓器の説明を系統的に行うものである｡ 実際に実

習指導を担当した看護学科教員８名に対しては, 実習

の主担当者が事前に解剖をしつつ解説し, 実習・指導

のオリエンテーションを行っている｡ 上・下肢, 股・

膝関節および脊椎の指導には整形外科学講座教員の協

力も得ている｡ 実施時期は1年後期で, １回270分 (90

分×3コマ) とし, ３回 (３日間) 行っている｡ 基本

的には実習前日までに体表から順次解剖を行い, 臓器

を摘出, 詳細に剖出しておいた状態で, 各回とも学生

を６グループ (１グループ10名) に分けて実習を行っ

ている｡ 解剖実習では一献体を用いるため, 摘出した

臓器ごとに担当教員が１名つき, ローテーションして

くる学生に説明を行う｡ すなわち, 教員は同じ説明を

６回行い, 学生は各臓器につき１回ずつ説明を聞くこ

とになる｡ 以下に３回の解剖実習で教員１名が説明す

る内容ごとに, ①から⑥にわけて記載する｡

１回目

①頚部, 胸部, 腹部：頚部は, 胸鎖乳突筋, 前斜角筋,

横隔神経, 舌骨下筋群, 舌骨, 頚動脈鞘, 総頚動脈, 内・

外頚動脈, 内・外頚静脈, 迷走神経, 交感神経幹, 腕神

経叢, 鎖骨下動・静脈, 甲状腺, 甲状・輪状軟骨, 気管,

食道, 椎体について説明する｡

胸部は, 胸壁を翻転し, 胸腔を露出する｡ 右胸膜腔

と心膜腔を切開し, 右肺と心臓を摘出しておく｡ この

状態で, 胸腔, 胸膜腔 (特に左側で), 心膜腔, 縦隔に

ついて解説する｡ 鎖骨下静脈穿刺と合併症についての

解説を加える｡

腹部は, 前方と側方の腹壁の筋の構造, 腹膜と肝鎌

状間膜, 肝円索を剖出し, 臍および臍静脈に関して説

明する｡ 腹腔内臓器は原位置で存在部位と相互関係,

後腹膜臓器について示し, 骨盤内臓器とダグラス窩に

ついて理解を深める｡ がんの転移 (播種) やダグラス

窩穿刺について説明する｡

②肺：摘出した肺について肺表面の構造, 肺門部,

気管支, 肺動脈の分岐状態, 空気注入による肺胞の膨

張の状態を観察する｡

③心臓 (摘出した心臓の表面構造)：心室, 心房, 血

管の観察と左右冠状動脈の分岐部と走行を確認する｡

心筋梗塞についても解説する｡ 冠状静脈洞と右心房へ

の開口部の観察をする｡

④脳 (摘出済みの脳標本)：大脳, 脳幹, 小脳の表面

構造を観察する｡ クモ膜下出血について解説する｡

⑤膝関節：右下肢を大腿中央部で切断し, 膝関節を

剖出する｡ 内側侵入で膝蓋骨を外側へ反転して関節内

を観察する｡ 関節包, 滑膜, 関節軟骨, 関節腔, 半月板,

十字靭帯, 側副靭帯について説明する｡ 変形性関節症,

靭帯損傷, 半月損傷についても解説を加える｡

⑥上肢の筋・神経・血管：右上肢を肩関節で離断し,

以下のものを剖出解説する｡ 上腕二頭筋, 上腕三頭筋,

腕橈骨筋, 前腕屈筋群, 前腕伸筋群, 橈骨神経 (上腕

外側と肘前方), 正中神経 (上腕内側と肘前方, 上腕動・

静脈と併走), 尺骨神経 (上腕内側と肘後方), 上腕動

脈と橈骨動脈 (上腕内側, 肘前方, 手関節部での拍動

を触れる場所, 深さ) についても説明する｡ 採血に用

いる肘前方の皮静脈を観察する｡

２回目

①－１. 胸部の深部の臓器と胸郭出口：胸部では,

左肺を摘出する｡ 左右気管支の太さと分岐角度から異

物が右に入りやすいこと, 食道の走行, 迷走神経の胸

部での走行と反回神経, 大動脈と腕頭動脈および分岐

する主要血管, 動脈管索, 腕頭静脈, 内・外頚静脈, 鎖

骨下静脈について説明する｡ ここで, 腕神経叢から腋

窩の神経, 血管の走行, 三角筋の注射部位について示

す｡ また, 横隔膜についてその開口部とともに呼吸に

よる動きも解説する｡

①－２. 腹部の深部の臓器と鼡径部：腹部では, ま

ず小腸と大腸 (S状結腸まで) を摘出し, ついで上腹

部臓器 (肝臓, 胆嚢, 胃, 十二指腸, 膵臓, 脾臓) を一

塊として摘出しておく｡ ここで腎臓, 副腎, 尿管, 膀

胱について原位置での存在部位と後腹膜臓器であるこ

との確認を行う｡ また腎動・静脈と腹部大動・静脈と

の相互関係をみる｡ 子宮, 卵巣, 卵管, 膀胱, 直腸の位

置関係を確認し, 小骨盤腔と骨盤入口部および骨盤内

臓器の解説をする｡ 腹部大動脈と腹腔内臓器を栄養す

る腹腔動脈, 上腸間膜動脈, 下腸間膜動脈の分岐部と

総腸骨動・静脈, 内・外腸骨動・静脈の走行について

示す｡ ここで, 大腿神経および大腿動・静脈について

も説明する (大腿動脈穿刺についても解説)｡

②心臓の内腔：心房, 心室に切開を加え, 中隔, 動

脈弁, 房室弁, 乳頭筋, 腱索, 壁の厚さ等の相違点につ

いて解説する｡ 弁の機能にあわせて体循環, 肺循環に

ついても説明する｡

③喉頭, 気管, 甲状腺：喉頭と気管の摘出は, 近位

側は舌骨の直下で喉頭蓋を温存して咽頭を切離し, 遠

位側は輪状軟骨から尾側約５cmの部位で気管軟骨を

食道とともに切離することによって一塊として行う｡

甲状軟骨, 輪状軟骨, 気管軟骨, 喉頭蓋, 声帯について

解説し, 嚥下時の喉頭蓋の役割等嚥下反射の説明も加

え, 誤嚥についてもふれる｡ 甲状腺および上皮小体に

ついて解説する｡

④脳の内部構造と脊髄：皮質, 灰白質, 大脳基底核,
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間脳, 中脳の黒質や大脳脚等, 延髄錐体等主要な構造

について解説する｡ 脳室と脈絡叢および髄液循環につ

いても説明する｡

⑤上腹部臓器：前回一塊としたものを用いる｡ その

際, 門脈系 (上・下腸間膜静脈, 脾静脈の断端) およ

び腹腔動脈の走行を主要部分のみ剥離しておく｡

摘出した臓器で胃, 十二指腸の外部の構造, 膵臓と

の位置関係, 肝臓と胆嚢の表面構造および肝門部特に

門脈に関して詳細に解説する｡ 腹腔動脈の分岐につい

ても固有肝動脈等を示す｡

⑥小腸, 大腸：空腸, 回腸, 盲腸, 結腸を腸間膜とと

もに摘出しておく｡ 空腸, 回腸, 盲腸, 虫垂, 回盲部,

結腸角を示したうえで, 空腸と回腸の内部表面構造,

回盲弁, 結腸の内部表面構造を解説する｡

３回目

①肝臓, 胆道系：肝臓, 胆道系の外部構造を詳細に

解説する｡ 肝管, 門脈等の走行を出来る限り末梢まで

剖出する｡ そして背面で肝静脈から下大静脈へ注ぐ部

位を解説する｡ 肝円索, 静脈管索を剖出し, 胎児循環

を説明する｡

②胃, 十二指腸, 膵臓, 脾臓：胃・十二指腸の内部

構造, 膵管・総胆管・大十二指腸乳頭の相互関係, 膵

臓の内部構造, 特に膵管の走行について解説する｡

③腎臓, 膀胱：摘出した右側の腎臓は腎門部を中心

に外部構造を左側腎臓は前額面で切開し, 腎臓の実質

の内部構造と腎盂について解説する｡ 膀胱は尿道から

縦切開を加え, 膀胱内壁の構造と尿管の開口部を示す｡

④子宮, 卵巣：子宮頚部から子宮体部左側壁を切開

し卵管との関係を説明し, 卵管采と卵巣の位置関係を

示す｡

⑤－１. 脊柱, 脊髄, 脊髄神経：胸椎, 腰椎の硬膜

管, 脊髄神経を剖出する｡ 硬膜を切開し, 脊髄, 馬尾,

脊髄神経について解説する｡ 腰椎穿刺の際の穿刺部位

と高位についても説明する｡

⑤－２. 殿部の神経, 股関節：股関節は, 後方から

剖出し, 大殿筋, 中殿筋, 坐骨神経の走行について示

すとともに殿筋注射の留意点について説明する｡

仙骨神経叢と坐骨神経の相互関係について説明する｡

後方の関節包を切開し, 大腿骨頭と寛骨臼を示す｡

⑥下肢の筋・神経・血管：大腿四頭筋, 膝蓋骨, 膝

蓋腱, ハムストリング筋群, 大腿二頭筋, 下腿三頭筋

とアキレス腱を示す｡ 膝窩動脈, 後脛骨動脈, 足背動

脈を拍動触知部位にて剖出し, 皮膚表面からの位置関

係を解説する｡

１. 対象

調査対象は解剖実習を終えた看護学科学生 (１年生

60名, ２年生59名, ３年生61名, ４年生58名) である｡

２. 調査期間

平成18年１月から３月｡

３. 調査の方法と内容

調査は自記式質問紙を用い, 留め置き法で行った｡

調査内容は表１に示した通りである｡ 学年によって学

習段階や経験および解剖実習を行ってからの期間に差

があるので, 学年ごとに質問紙の内容に差異をもたせ

た｡

４. 分析方法

自由記載の項目については, その内容を記録単位に

分け意味内容の類似したものをまとめて一つのカテゴ

リとした１)｡

５. 倫理的配慮

実施にあたり, 研究の目的, 提出の有無や記載内容

は学業成績とは無関係であること, ならびに調査用紙

を無記名で提出することとし, 提出することによって

本調査の対象者となることの同意を得たものとするこ

とを伝え協力を依頼した｡

１年生58名, ２年生50名, ３年生14名, ４年生32名,

合計154名 (65％) から回答を得た｡

解剖実習で 『理解が深まった内容があるか』 という

質問に対して ｢ある｣ と答えたものは１年生56名

(97％), ２年生49名 (98％) であった｡ １年生のみに

理解が深まった内容を自由記載で求めたところ52名が

回答した｡ 記述内容は62の記録単位に分けることがで

き, それらは【立体的なイメージが持てる】【構造の

理解が容易】【位置の認識が容易】の３つのカテゴリ

に大別することができた｡【立体的なイメージが持て

る】の具体的な記載内容としては, ｢教科書では平面

だが立体的に理解ができた｣ などで,【構造の理解が

��������
表１ 質問項目一覧
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容易】は ｢模型ではわからない体内の構造がわかった｣

｢各臓器の構造がわかった｣ などであった｡【位置の認

識が容易】では, ｢位置が自分の目や手で知ることが

できた｣ ｢臓器や血管の位置がわかった｣ と記載され

ていた｡

１年生は 『教員の説明はわかり易かったか』 という

質問に対して, ｢わかり易かった｣ と答えたものは54

名 (93％), ｢どちらともいえない｣ ３名 (５％), ｢わ

かり難かった｣ １名 (２％) であった｡ また 『解剖実

習の主観的難易度』 を尋ねた結果, ｢難しかった｣ 31

名 (54％), ｢どちらともいえない｣ 25名 (43％), ｢易

しかった｣ ２名 (３％) であった｡ 難しかった内容を

自由記載で求めたところ31名中25名が記載した｡ 記述

内容は29の記録単位に分けることができ ,【覚えるこ

とが多すぎる】【臓器の細部のしくみ】【予習してい

ない部分】【構造の立体的な理解】の４つのカテゴリ

に大別できた｡【覚えることが多すぎる】の具体的な

記載内容は ｢色々な名称があって覚えられない｣ ｢た

くさん覚えることがあり大変｣ などであり,【臓器の

細部のしくみ】では ｢細かい部位や機能が難しい｣ な

どであった｡

２～４年生に, 解剖実習は 『講義や演習に役立った

か』 と尋ねたところ, ｢役立った｣ と答えたものの割

合は２年生96％, ３年生79％, ４年生75％であった

(図１)｡

１～４年生全員に, 解剖実習は 『将来の看護に役立

つと思うか』 と尋ねた結果, ｢役立つと思う｣ と答え

たものの割合は, １年生100％, ２年生94％, ３年生79

％, ４年生75％であり, 学年の進行とともに低くなっ

ていた (図２)｡ また, 解剖実習は 『後輩に必要か』

と尋ねた結果, ｢必要｣ と答えたものの割合は, １年生

98％, ２年生98％, ３年生86％, ４年生97％であった

(図３)｡

４年生に解剖実習に対しての希望や意見を求めたと

ころ, 32名中26名が記載した｡ 記述内容は46の記録単

位に分けられ,【学習内容】【感想】【要望】の３つの

カテゴリに大別できた｡【学習内容】の具体的な記載

内容は, ｢イメージしやすくなった｣ ｢模型ではなく直

接人体を学ぶ大切さ｣ などであり,【感想】は ｢事前

学習が不足していた｣ ｢臨地実習の時には覚えたこと

を忘れてしまっている｣,【要望】は ｢１年生でなくもっ

と上の学年でやってほしい｣ ｢回数を増やしてほしい｣

などであった (表２)｡

解剖実習で１年生の97％が ｢理解が深まった｣ と答

え, 学年の進行とともに多少評価が下がるものの, ４

年生でも75％が講義・演習に ｢役立った｣ と答えた｡

また, 各学年の86％以上が解剖実習は後輩にも ｢必要｣

と答えた｡ これらの結果から, 解剖実習の重要性は,

学年が進行しても多くの学生が認めていることが明ら
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表２ ４年生の解剖実習に対しての意見(26名)

図２ 将来の看護に役立つと思うか

図１ 講義・演習に役立ったか 図３ 解剖実習は後輩にも必要か
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かになった｡ 看護学科においては, 学生が直接解剖に

携わるのではなく, また実施回数も３回のみと時間的

な制約のある中での解剖実習ではあるが, 今回の調査

からは学生の評価は良好であった｡

また４年生の解剖実習に対しての意見には, ｢イメー

ジしやすくなった｣ という意見とともに, ｢模型では

なく直接人体を学ぶ大切さ｣ を学んだと記載されてい

た｡ 菱沼２) は, どんなに精巧な模型でも, 標本にはか

なわないこと, 人体解剖で実際に手にして学ぶことが

人体の理解には最も効果的であると述べている｡ 本学

看護学科で行っている解剖実習において実際のご遺体

を観察し, その臓器に触れてみることによって, 教科

書や机上の学習では理解できないことを学んだと学生

自身も評価しているように, 解剖実習は人体の構造を

理解するうえで有効な学習方法である｡ さらに, 解剖

実習の意義について小林３) は, 書物やコンピューター

相手では絶対にできないことは, 学生が人体解剖によっ

て人生の生と死について考え, 自己の使命を学ぶこと

であるとしている｡ われわれが解剖実習を行うに当たっ

ても, ご遺体に礼を失しないようにする指導, 特に実

習中の態度, 服装等については注意を払っている｡ 今

後も解剖実習開始時に, 献体に関することおよび解剖

実習に際しての姿勢などについて, 学生に教授すると

ともに十分に話し合って理解を深めていきたい｡

解剖実習の時, 各グループに対する教員の説明につ

いて ｢わかり易かった｣ と答えたものは１年生の93％

であった｡ 看護学科の教員に対しては解剖実習の主担

当者が事前に解剖をしつつ解説し, 準備を行っている｡

このため系統的でかつできる限り看護の観点にたった

説明ができたものと考えている｡ しかし, 解剖実習の

主観的難易度は1年生の約半数である31名が ｢難しかっ

た｣ と答え, その理由で最も多かったのは ｢覚えるこ

とが多すぎる｣ であった｡ 坂下ら４) も形態機能学習得

の障害となるものとして, 用語が分からない, 覚えな

ければいけないことが多いという項目を挙げている｡

このように ｢形態と機能｣ の科目においては覚えなけ

ればならない多くの用語, 名称があることは事実であ

る｡ 解剖実習は実際に臓器を触りながら名称の確認も

できる数少ない機会であるため, 充実した実習となる

よう学生に事前学習を促していく｡ また, 各臓器につ

いて提示, 説明している項目も検討を重ねる必要があ

る｡ そして, 坂下ら４) の調査でも ｢形態と機能｣ の科

目に対して, 疾患がある場合の形態や機能の変化, さ

らに臨床で役立つことを知りたいというニーズがある

としている｡ このことから疾患や臨床に結びつけて説

明を行うことによって, 解剖実習に対してさらに興味

を持たせることも重要である｡

２～４年生に対する調査のうち, 『講義や演習に役

立ったか』 という質問に対して , 75％以上の学生が

｢役立った｣ と答えていた｡ しかし, その割合は学年

進行に伴って減少していた｡ ４年生の解剖実習に対し

ての意見には, ｢１年生でなくもっと上の学年でやっ

てほしい｣ ｢回数を増やしてほしい｣ という要望が記

載されていた｡ １年生の基礎的な学習から, 臨地実習

で実際の患者に出会って看護を展開していく過程で,

学習内容へのニーズが変化することが示唆された｡ 山

辺５) は ｢安全と安楽の確保には, 人体についての正確

な知識があることが前提条件であり, 看護実践におい

て体を知ることは, 科学的看護ケアの根幹となるもの

である｡ 解剖学・生理学の講義は, 正確緻密な計画の

もと, 他教科との綿密な連携により, 強固で均衡のと

れた基礎教科としての体裁が整わなければならない｣

と述べている｡ 本研究からも, ｢形態と機能｣ の一部

である解剖実習は人体の構造に対する理解を深めるこ

とに成果が得られていることが明らかになった｡ それ

とともに学年進行に伴う学習のニーズを把握した内容

を構築し, 実施時期および実施回数を検討する必要性

も明確になった｡ これらのことから今後看護学が発展

していくために, 基盤となる重要な基礎学問の１つと

して ｢形態と機能｣ を位置づけ, 看護教育にとっての

形態機能学のありかたについて検討し, カリキュラム

全体の枠組みを再構築していくことが必要である｡

１. 多くの学生が解剖実習の重要性を認めており, 人

体構造をご遺体から学ぶ大切さも理解していた｡

２. 解剖実習における教員の説明はわかり易かったが,

覚えることが多すぎて難しさを感じていた｡ 事前学

習を促すと同時に, 説明内容の検討が必要である｡

３. 学年進行に伴う学習のニーズを把握した教育内容

を検討し, 解剖実習の実施時期・回数を含めたカリ

キュラム全体の枠組みを構築していくことが必要で

ある｡
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